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【論　説】
バンダーラナーヤカとシンハラ・ナショナリズム
― 2 人のカラーワ・エリートに注目して ―
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　おわりに
　はじめに
　1956 年における S. W. R. D. バンダーラナーヤカの総選挙勝利が独立後のス
リランカ政治に大きな影響を与えたことはよく知られている。そしてこの勝利
にきわめて大きく貢献した要因の一つが仏教僧たちによる選挙活動であったこ
とも当時からよく注目されていた。たとえばコロンボの日本国大使館は，統一
比丘戦線（Eksath Bhikkhu Peramuna）が「一万二千名の僧侶を動員して戸別
訪問を行わしめ UNP 政府失脚に主導的役割を演じたることは再三報告の通り
である」と本国に伝えた（1）。
　このような仏教僧の政治活動は，上記報告にもあるように，統一比丘戦線と
いう組織による動員によって実現したものであった。そしてその活動を組織し
たのは，中流または中流上層の仏教徒公務員，教師，法律家からなる少数の人々
であったが，その中で「最も活動的」であった者たちはカラーワ・カーストに
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属していたとされている。選挙活動を行った仏教僧たち自身に関しても，シャ
ム派ケラニヤ寺院の住職ブッダラッキタのような重要な例外はあるが，多くは
アマラプラ派とラーマンニャ派というニカーヤに属しており，明らかに非ゴイ
ガマ・カーストが多数を占めていた（2）。
　シンハラ人社会におけるカーストは，しばしば言及されるように，インド社
会のそれに比べればはるかに穏やかであり，かつ見えにくい。しかしそれが存
在することは事実であるし，拙稿においても論じたように，少なくとも 1950
年代前後においてはかなりの程度の社会的，政治的影響力をもっていた（3）。独
立後を中心にかなり長期にわたりインド系タミル人の指導者であり続けた S. 
トンダマーンは，1960 年代当時の現状に関して，カーストという言葉は「今
も禁じられた言葉」であるが，カーストはこの国の「あらゆる部分」において
「政治的行動や操作」に影響を与えていると述べた（4）。
　ところでこれまで私は 1950 年代から 60 年代におけるシンハラ・ナショナリ
ズムの展開に深く関わった幾人かの人物に焦点を当て，その政治的活動を考察
してきた。なかでも，N. Q. ダヤス（Dias）と L. H. メッターナンダ（Mettananda）
という 2 人のカラーワ・エリートの影響は大きかったし，それは同時代の人々
にはかなりの程度知られていた。本稿では，イギリスの公文書館や日本の外交
史料館所蔵の政府文書等を参照することによって，1950 年代後半のバンダー
ラナーヤカ政権下における政治，宗教，ナショナリズムの展開をたどることを
一つの課題としたい。そしてそのなかでこの 2 人のカラーワ・エリートの活動
のあり方とその影響を明らかにしていきたい。
　1　新政権と N. Q. ダヤス
　1956 年の総選挙に向けて S. W. R. D. バンダーラナーヤカはシンハラ・ナ
ショナリズムを激しい言葉で煽った。シンハラ語の公用語化問題は「生死をか
けた闘い」であり，タミル語に同等の地位を与えれば，シンハラ語は「25 年
以内にセイロンから消え失せるだろう」と彼は主張した。タミル語にも配慮し
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た政策をとろうとする与党統一国民党の指導者たちを「人種と言語に対する裏
切り者」だと断じた（5）。彼はそうすることでシンハラ民衆や仏教僧団体からの
強力な支持を獲得した。実際シンハラ・オンリーの訴えはきわめて強力な得票
手段となった。そしてその効力は明らかに彼の予想以上のものであった。バン
ダーラナーヤカは，「この言語問題のような形で人々を興奮させるものを全く
知らなかった」と述べた（6）。
　しかし，シンハラ・ナショナリズムの扇動は彼の本意ではなかったようにも
みえる。ジェームズ・マナーが言うように，バンダーラナーヤカは「心底から
コミュナリストであることは決してなかった」のかもしれない。この選挙のわ
ずか 2 年ほど前には，彼はシンハラ語のみの公用語化には反対しており，タミ
ル語もまた公用語であるべきだと述べている。たとえ選挙時に民衆の民族的感
情を煽ったとしても，政治的，経済的改革を進めることで人々の要望に対処す
ることは可能だとバンダーラナーヤカは信じていたようにみえる。彼が穏健派
であろうとしたことはおそらく間違いない。ナショナリズムは彼にとっては単
なる政治的な道具であったようにもみえる。そして彼は明らかにそれを使いこ
なせると考えていた（7）。
　実際，政権獲得後のバンダーラナーヤカは，特に言語政策に関しては過激
なシンハラ・ナショナリストの要求を極力排除しようとした。彼はタミル語
話者たちとの会談に長い時間をかけた（8）。後述するように，彼はタミル人指
導者セルワナーヤガムとの間で分権化に向けた協定を結んだ。ただ，いった
ん煽り立てられた民族感情をコントロールすることは明らかに困難であった。
そのためには，イギリス人外交官が記しているように，彼自身がもっていた
ものよりも「さらに大きな決意と政治的手腕（statesmanship）」が必要だった
のかもしれない（9）。
　政権成立後にシンハラ・ナショナリストたちが好んで繰り返した主張は，こ
の政権の成立を促した決定的要因は仏教委員会と統一比丘戦線の活動であるか
ら，首相は仏教徒に配慮した体制をつくるための手足とならなければならない
というものであった。実際，統一比丘戦線はさまざまな要求を行った。彼らは
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まず，与党議員全員に手紙を送り，議会の開会式におけるナショナル・ドレス
の着用，仏教委員会の要請の実現，シンハラ語の公用語化，簡素な生活様式の
採用，多数派の宗教として仏教を正当に位置づけることを要求した。彼らの要
求には，共産主義政権へとつながりうるあらゆる施策を避けることも含まれ
ていた（10）。もちろん仏教僧による選挙活動が 1956 年の勝利につながったこと
はバンダーラナーヤカ自身も認めていた。選挙後に首相が最初に行った行為
は，首相派の国会議員を引き連れてキャンディに行き，仏歯寺での祝福を受け
ることだった（11）。後述するように，文化省と二つの仏教大学を設立したこと
は彼の仏教への配慮を示す重要な施策であった。そして，文化省（Ministry of 
Cultural Affairs）の最初の局長に任命されたのが，N. Q. ダヤスであった。
　N. Q. ダヤスは，その活動の重要性にも関わらず，今までほとんど注目され
てこなかった。最近，同じセイロン高等文官（Ceylon Civil Service）の一員と
してダヤスを間近で知る立場にあったネヴィル・ジャヤウィーラが回顧録を出
版し，ダヤスの活動についての貴重な紹介を行っている。たとえばダヤスの影
響力がおそらく最も高まった 1960 年代前半に，彼はタミル人の抵抗を徹底的
に抑え込もうとする姿勢をみせていたこと，あるいは，将来のタミル人の武装
抵抗を予測し，北部を取り囲むような形で軍事基地を建設しようとしたことな
どを彼は指摘している。ただ，N. Q. ダヤスが果たした政治的意義に関する十
分な検証は明らかに未だになされていない。
　ダヤスは富裕なカラーワ・カーストの一族に生まれ，上級公務員としてかな
りの影響力をもった人物である。仏教僧の組織化を支援し，1956 年の選挙に
おけるバンダーラナーヤカの勝利に大きく貢献した（12）。実際，ダヤスの 1956
年の選挙時での活動は，同時代のさまざまな人々から注目されていた。在セイ
ロン日本国大使館からの 1956 年 9 月の報告によれば，ダヤスは，「カーストは
低くきも財力に恵まれており」，かつて D. S. セーナーナーヤカ初代首相の死を
予言した占い師から将来の首相となる資格があるという予言を受け，ラトナプ
ラの「地方知事在職中佛教復興を種に勢力を扶植することを考え」，急進的で
雄弁な若い仏教僧を集め，3 台の自動車を購入し，仏教の復興を宣伝し，仏教
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団体を結成した（13）。この結城大使の報告にあるダヤスの野心に関しては，後
にイギリスの外交官も，ダヤスには政治的野心があり，首相職もその視野に入っ
ているという評判が立っていると伝えている（14）。
　しかし，結城大使の報告によれば，こうした N. Q. ダヤスの政治的活動，特
にその中に反政府的傾向があることを知った当時の統一国民党政権は，彼を登
録局長に転任させた。しかし，ダヤスはこれを逆に利用し，全国の登録局へと
彼の影響力を拡大し，そのネットワークを通じて各地に仏教協会を設立した。
そのため，ダヤスはさらに入国管理局長へと転任させられたのである。しかし
その後も活動を続け，仏教僧の統一戦線，つまり前述の統一比丘戦線の結成を
支えた。N. Q. ダヤスはこの点において，あるいは仏教委員会の報告書への支
援において，バンダーラナーヤカの政権獲得に大きな役割を果たしたのであ
る。セイロン高等文官であった前述のジャヤウィーラはその回顧録においてこ
うした点について次のように記している。「N. Q. ダヤスはイデオローグであり，
EBP（統一比丘戦線）の駆動源であり，設計者であること，そして S. W. R. D. 
バンダーラナーヤカ氏の 1956 年 5 月〔ママ〕の大勝利に向けて詳細な戦略を
立てたのは彼であったことは当時広く知られていた」（15）。
　バンダーラナーヤカは政権発足後ダヤスを文化局長に任命した。ただ，当初
ダヤスにこの仕事を与えることに政府は乗り気ではなかったとも言われる。ダ
ヤスを仏教とは無関係の役職に「祭り上げる」ことも考えられていたようであ
る（16）。ダヤス自身が前述のジャヤウィーラに語ったところによると，首相は
ダヤスが望むいかなる公職をも与えると言った。通常は公務員が望む最高の職
務は財務長官であったとされるが，ダヤスは文化省の役職，それも常任長官
（Permanent Secretary）ではなく，局長（Director）を選んだ。ジャヤウィーラ
によれば，それは「バンダーラナーヤカの大勝による文化的利得を強固なもの
にする」ためであった（17）。こうしてダヤスはこの新設された組織において仏
教復興に向けてのさまざまな取り組みに関わることになった（18）。
　文化省はまず，ブッダ・ジャヤンティ（Buddha Jayanti）に関する活動を引
き継ぎ，仏歯寺の改修，仏教事典の編纂と出版などを行った。キリスト教の
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日曜学校にあたる「ダンマ学校」に必要な本を無償配布した。さらには，全
セイロン仏教会議（All Ceylon Buddhist Congress）が発行する月刊誌への出
版助成を行い，他の仏教的な活動を財政支援した。仏教青年会（Young Men’s 
Buddhist Association）にもかなりの額の助成金が毎年与えられた。さらにまた，
寺院，僧院，仏教学校のような仏教的な施設にも建設資金が与えられ，ニュー
デリー，ロンドン，西ベルリンでの仏教宣教師の活動も支援した（19）。
　さらに文化省は全国の仏教寺院との組織的なつながりをつくることにも尽力
した。その必要性は仏教委員会の報告書においても主張されていたことであっ
た。報告書は，寺院や仏教僧間でのもめ事を解決するための地域サンガ評議会，
そしてそれを統括するマハー・サンガ評議会の設立を勧告していた。こうした
なかで，文化省は，寺院仏教保護協会（Vihara Sasanarakshaka Society）という
仏教僧と在家信徒からなる組織を設立した。こうして，88 あった徴税区のそ
れぞれにこの協会の地方会議がつくられ，その下に全国に 4,000 あった寺院組
織がつながることになった。そしてその頂点が文化省であった。協会設立の目
的は，仏教寺院と在家信者との関係を改善することにあった。また仏教的教養
の促進，日曜のダンマ学校の設立と改善，禁酒の促進，防犯などもその目標と
された（20）。
　バンダーラナーヤカ政権が進めたもう一つの重要な仏教政策は教育省によ
る 2 つの仏教大学設立だった。これは既存の仏教教育における高等教育機関
であったウィディヨダヤ僧院学校（Vidyodaya Pirivena） とウィディヤランカ
ラ僧院学校（Vidyalankara Pirivena）を大学として認めるというものであった。
前者は 1873 年に仏教復興運動の指導者としてよく知られたヒッカドゥエ・ス
リー・サマンガラと在家信者たちによって設立されたものである（21）。
　このように新政権はさまざまな仏教振興策を実施した。N. Q. ダヤスは文化省
において一定の地位を与えられ，そのいくつかを推進した。全国の寺院を組織
化するなかで，ダヤス自身の影響力もより高まっていったといえるかもしれな
い。ただ，この時期の彼の活動はあくまでも上級公務員として首相の意向を舞
台裏で忠実に実行する実務家のそれに留まっていたようにみえる。彼の名は，
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バンダーラナーヤカの存命中はメディアや外交官の間では大きく注目されるこ
とはなかった。この時期，つまり 1950 年代後半，ダヤスよりもはるかに注目
されたのはメッターナンダの方であった。
　2　メッターナンダの言論活動
　N. Q. ダヤスと L. H. メッターナンダはどちらもカラーワ・カーストに属す
る。そして彼らはどちらもシンハラ・ナショナリズムに深く関与し，また，両
者ともバンダーラナーヤカを勝利に導いた選挙戦において仏教僧を組織した主
要な人物であった。また彼らは，仏教委員会の報告書作成にあたっても行動を
共にしたし，後に公的部門などにおける仏教徒の地位向上や仏教の国教化を目
指して活動を行うことになる仏教国民軍（Bauddha Jatika Balavegaya, BJB） に
おいても共に活動した。こうしてダヤスとメッターナンダはイデオロギー的に
近かったのみならず，社会的，政治的実践においても協同した。両者の関係が
実際にどのようなものであったかは必ずしも明らかではないが，ダヤスがその
財力と影響力によってメッターナンダの言論活動を支えていたという可能性は
十分にあると思われる。イギリスの政府文書には，メッターナンダは N. Q. ダ
ヤスの「表看板（front man）」であるとも記されている（22）。
　N. Q. ダヤスが新政権成立後文化局長として政府内において一定の役割を果
たしたのに対して，メッターナンダはいかなる政府職にも就かなかった。バン
ダーラナーヤカはメッターナンダに「大使の仕事」を与えることで彼が穏健化
することを期待したのであるが，メッターナンダはそれを拒否したと，当時の
ジャーナリストであるダーナパーラは記している（23）。逆に，メッターナンダ
が望んだのは教育大臣職であったが，それはバンダーラナーヤカによって拒否
されたとするのが当時の大方の見方であった。在セイロン日本国大使は，統一
比丘戦線の「領袖の一人メタナンダが文相の地位を要求せるもバンダラナヤケ
に拒否」されたと記している（24）。またある仏教僧はメッターナンダへの公開
書簡のなかで，彼の「復讐心に満ちた性向」は教育大臣職をバンダーラナーヤ
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カから拒否されたためだと述べた（25）。この教育大臣職についての噂は，メッ
ターナンダ自身は否定している。「裏口から内閣へ入ることに失敗した」とい
う事実はないのであり，それは彼の知人である仏教僧が証言していると彼は述
べている（26）。
いずれにせよ，1956 年 4 月の新政権成立後，メッターナンダは特に新聞紙
上における公開書簡という形で激しくバンダーラナーヤカを批判した。1956
年 7 月 30 日の新聞紙上ではメッターナンダは，仏教委員会の報告書とその内
容を仏教徒の民衆に知らせた仏教僧たちの活動がバンダーラナーヤカと彼の政
党を権力の座に就けたのであり，そのことはあらゆるところで認知されている
と述べた。その上で彼は，新政権の 3 ヶ月間の取り組みを批判し，『仏教への
裏切り』という英語訳でも知られる仏教委員会の報告書を軽視する新政府を「さ
らに恥知らずな仏教への裏切り」であると批判した。メッターナンダが特に問
題視したのは，新政権がますます多くのカトリック教徒を要職に任用しようと
していることであった。この「問題」はすでに仏教委員会の報告書で明らかに
なっているはずであるのだが，真逆の施策が行われているというのが彼の主張
であった（27）。
　なかでもメッターナンダが取り上げたのは，陸軍や海軍の司令官にカトリッ
ク教徒を残しておきながら，逆に仏教徒の財務長官をカトリック教徒に代えて
しまったこと，さらに，仏教徒の警察長官を更迭し，カトリック教徒に代えよ
うとしていることであった。また彼は，新政権の成立後，「ますます多くの」
外国人宣教師が入国するようになったと指摘した。自転車に乗り，灰色のサリー
を身につけ「奇妙な身なりをした」ハンガリー人の尼僧たちがしばしば見かけ
られるようになったとも述べ，政府の政策を批判した（28）。
　こうしたメッターナンダの政権批判に対して，バンダーラナーヤカ首相自身
がその回答を同じ新聞紙上に寄稿した。その中で首相は，仏教は正当に扱われ
るべきであるが，他の宗教も同様に扱うべきであり，それを自らの姿勢として
きたと記した。また，仏教委員会の報告書の推奨事項をも概して是認しており，
その第一歩として前述の文化省を設立したと主張した。財務省の次期長官にカ
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トリック教徒が就任することをメッターナンダが批判していることに関して
は，年功による通常の抜擢であると述べた。その上で，メッターナンダのよう
な主張は，「忍耐や政治的手腕や明瞭な思考」が必要とされる時に人々を誤ら
せ，混乱させるものだと批判した（29）。首相は彼を「狂人」と呼んだことすらあっ
た（30）。
　3　BC 協定批判
　このようにバンダーラナーヤカは政権獲得後は過激なシンハラ・ナショナリ
ズムからは距離を置き，マイノリティにも配慮した政策を自らの「政治的手腕」
によって遂行しようとした。1957 年の BC 協定はそうした彼の姿勢から生ま
れたものであった。
　BC 協定（バンダーラナーヤカ・セルワナーヤガム協定，Bandaranaike-
Chelvanayakam Pact）はバンダーラナーヤカとスリランカ・タミル人を代表
する連邦党の S. J. V. セルワナーヤガムとの妥協の上に成立したものであった。
この協定のなかでタミル人たちはタミル語をシンハラ語と同等の地位にあるも
のとして扱うよう求める要求を放棄した。また彼らはそれまで進めてきたサ
ティヤグラハ運動を停止するとした。一方で政府は，タミル語をマイノリティ
の言語として扱い，北部や東部の行政機関で使用することを認め，また，教育
や農業，あるいはシンハラ人のタミル地域への入植を管理する権限を地域評議
会に与えるというものであった（31）。
　この提案をシンハラ・ナショナリストたちは激しく批判した。この協定によっ
て首相は，タミル人たちに一つの「自治国家（an autonomous State）」を与え，
国家を二つに分裂させるのだと彼らは主張し，また，北部州と東部州ではシン
ハラ人が土地を取得すること，労働者として働くことすらできなくなると指摘
した（32）。1957 年 8 月にバンダーラウェラで開かれたクスマ・ラージャラトナ
を支援する選挙集会はその一つである。クスマ・ラージャラトナは過激なシン
ハラ・ナショナリストとして知られた K. M. P. ラージャラトナの妻で，彼女自
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身も熱心なシンハラ語公用語化論者であった。彼女はこの時の補欠選挙に出
馬して当選している（33）。この集会において，ランカ国民シンハラ活動協議会
（Lanka Jathika Sinhala Bala Mandalaya）という組織を代表するゴダムンネ（Albert 
Godamunne, 高地シンハラ人の法律家）は，10 月 1 日までに BC 協定が破棄さ
れなければ，シンハラ人は「国中で反乱を開始するだろう」と述べた。彼はこ
の時，シンハラ人は消滅の危機にあると主張し，ウーワ地域のシンハラ人は，
自らの「国，言語，宗教，文化のためにその命をなげうつ用意ができている」
と訴えた。さらに F. R. ジャヤスーリヤは，BC 協定は選挙公約に反しているだ
けでなく，「シンハラ人への最も恥ずべき裏切りである」と同じ選挙集会にお
いて述べた（34）。
　メッターナンダは，上記の K. M. P. ラージャラトナ，F. R. ジャヤスーリヤら
とともに BC 協定に反対する委員会を立ち上げ，「サティヤグラハ闘争」を計
画した。この委員会は，シンハラ民族協会（Sinhala Jatika Sangamaya），スリラ
ンカ仏教僧会議（Sri Lanka Sangha Sabha），シンハラ言語戦線（Sinhala Bhasa 
Peramuna），トリ・シンハラ戦線（Tri Sinhala Peramuna）を含む多くの団体の
代表者の集まりのなかから生まれたものであった（35）。バンダーラナーヤカを
政権の座につけた運動を行った仏教僧たちもまた，BC 協定後は首相を放逐す
る運動の最前線に再度立つことになった。「選挙において先駆的活動を行った」
L. H. メッターナンダはこうした仏教僧たちの集まりにおいても明らかに重要
な役割を果たした。進歩的比丘戦線（Progressive Bhikku Front）という組織に
属する仏教僧たちが集会を開いたが，メッターナンダはその主要な演説者とし
て参加した（36）。
　1957 年 9 月 2 日付のシンハラ語新聞『ランカディーパ』によれば，メッター
ナンダは BC 協定を次のように批判した。まず彼は，首相は「個人的理念」で
はなく「人々の声」に従うべきだと主張した。彼はまた，BC 協定によって北
部と東部のシンハラ人はマイノリティとなるが，「マジョリティがマイノリティ
として扱われることは世界の他地域ではなかった」と述べた（37）。言うまでも
ないが，メッターナンダには，数的に少ないがために周辺化され不利益を被っ
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ていると感じるマイノリティへの共感や配慮は明らかになかった（38）。それゆ
えなおさら，彼にとってはマジョリティがマイノリティとなることはあっては
ならないことであった。
　こうした北部や東部でシンハラ人がマイノリティとなるという恐怖に加え，
メッターナンダは土地所有や不法移民について言及し，次のようにシンハラ人
の不安に訴えた。つまり，シンハラ人はジャフナには「全く土地をもっていな
い」のであるが，シンハラ語地域でタミル人たちは「購入可能な土地の 25％
以上を手に入れようとしている」。さらに，過去 2，3 年のうちに 20 万人以上
のインド人不法移民が入国したが，そうしたことは「ジャフナ・タミル人」に
よって促されており，これが続けば，シンハラ人は「外洋上に住居をもたねば
ならなくなるだろう」（39）。
　このような BC 協定批判が繰り返され，シンハラ人とタミル人との対立はま
すます激しくなっていった。こうしたなかで，BC 協定をめぐる混乱を政権奪
還のチャンスとみなした J. R. ジャヤワルダネに率いられた統一国民党は多数
の集会や行進を組織し，バンダーラナーヤカの「裏切り」を訴えた（40）。その後，
よく知られているように，タミル地域へのシンハラ文字のナンバープレートを
つけたバスの導入をめぐる対立が 1958 年 3 月に発生し，それに呼応してシン
ハラ地域でのタミル文字へのタール塗りなどが発生した（このタール塗りを主
導したのは前述の K. M. P. ラージャラトナであった）（41）。4 月 9 日には仏教僧
を含む数百人の群衆がバンダーラナーヤカの私邸に押しかけ，その混乱のなか
で BC 協定は破棄された。その後，民族的な敵対感情はますます高まり，5 月
には大暴動が発生し，シンハラ・タミルの関係はますます深刻なものになって
いった（42）。
　4　バンダーラナーヤカ暗殺
　こうしたなかでバンダーラナーヤカが暗殺された。彼は 1959 年 9 月 25 日に
仏教僧の格好をした人物からの銃撃を受け，翌日に死亡した。彼の死後，1960
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年からは彼の妻であるシリマーウォー・バンダーラナーヤカが首相として長期
にわたって権力の座に着くことになった。後述するように，バンダーラナーヤ
カ夫人は夫よりもはるかにシンハラ・ナショナリズムに親和的であり，彼女の
マイノリティへの配慮は乏しかった。結果的に，夫人の政権下で民族的な対立
はますます激化した。それはつまり，過激なシンハラ・ナショナリストたちに
とっては，バンダーラナーヤカ夫人が権力を握ったことによって少なくとも彼
女の夫の時代に比べれば格段に望ましい状況がつくり出されたということでも
ある。実際，彼女の政権の初期においては N. Q. ダヤスが重用され，彼の政治
的影響力は高まった。ただ，実際に首相暗殺に関わったのは，ナショナリズム
のイデオロギーからはかなり距離を置くグループであった。
　バンダーラナーヤカ暗殺の実行者は，アーユルヴェーダ医でもあったソーマ
ラーマ（Talduwe Somarama Thero）という仏教僧であったとされている。仏教
僧であったが，美食を好み，卵や豚肉を食べ，タバコを吸い，アルコールの臭
いをさせていたこともあったと言われる（43）。その上彼はアヘン中毒者である
とも言われた（44）。共犯者として 8 人が逮捕されたが，最終的に 3 人が有罪と
され，絞首刑を宣告された。つまり，実行者であるソーマラーマ，暗殺計画の
中心人物であるとされたブッダラッキタ，その協力者 H. P. ジャヤワルダネの
3 人である。その後，ブッダラッキタとジャヤワルダネの刑は終身刑へと減刑
されたが，ソーマラーマは 1962 年 7 月 6 日にウェリカダ刑務所において処刑
された（45）。
　首謀者とされたブッダラッキタ（Mapitigama Buddharakkhita Thero, 1921－
1967）は，15 歳の時に出家し，その後ケラニヤの仏教寺院において住職となっ
た。この寺院は，「セイロンにおける最も富裕で最も重要な寺院の一つ」とみ
なされていたものであり，彼はこの住職となることで寺の莫大な資産を管理し，
運用することができるようになった。彼はその資金力と影響力によって，バン
ダーラナーヤカ政権下においてかなりの権力を行使した。共産主義者のフィ
リップ・グナワルデナの政権中枢からの排除においても彼の意向が強く働いた
と言われる（46）。彼はこうした富と権力を背景に，コロンボ市内のファッショ
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ナブルな地区に住み，裕福な生活を送っていたと言われる（47）。
　ブッダラッキタは，バンダーラナーヤカが 1951 年にスリランカ自由党を
設立したときの創立メンバーであり，党のパトロンであった。この仏教僧は
1952 年の選挙においても政治的支援活動を行ったが，彼が最も活躍したのは
1956 年 4 月の総選挙においてであった。この時彼は，シーラワンサという仏
教僧（Talpawila Seelawansa Thero）とともに全セイロン比丘協会会議（All-Ceylon 
Congress of Bhikkhu Societies）という組織を設立した。この組織はその後，メッ
ターナンダのスリランカ大仏教僧会議（Sri Lanka Maha Sangha Sabha）と合同
し，総選挙直前の 1956 年 2 月に前述の統一比丘戦線を結成し，バンダーラナー
ヤカ政権樹立に重要な貢献をした。先にも見たように，この組織に属する仏教
僧たちが戸別訪問を行い，集会を開き，印刷物を配布したのである（48）。
　このようにブッダラッキタとメッターナンダは 1956 年の選挙においては一
応の協力関係にあった。どちらも仏教僧を組織し，バンダーラナーヤカの選挙
戦を支えた。しかしその後彼らの関係は明らかに悪化した。ブッダラッキタは
過激なシンハラ・ナショナリズムからは間違いなく距離を置こうとした。彼が
強い影響力をもつ統一比丘戦線は，1956 年の暴動に関して，前述の F. R. ジャ
ヤスーリヤの断食が「コミュナルで宗教的な騒動」を引き越したのだと主張し
た（49）。彼はまた，「極端に過激なナショナリスト（ultra-extremist-nationalist）」
という評判がメッターナンダにはあると新聞紙上において彼を非難した（50）。
　それに対してメッターナンダは，スリランカ自由党の女性議員で保健大臣で
あったウィマラ・ウィジェワルデネ（Vimala Wijewardene）とブッダラッキタ
との親密な関係を明らかに念頭に置いてこの仏教僧を非難した。つまり，幾人
かの仏教僧たちは，「社会の道徳的堕落」を生み出しているのであり，そうし
た仏教僧の 1 人の「著名な女性との関係は吐き気を催すような感情を引き起こ
す」とメッターナンダは新聞紙上に記したのである（51）。実際，この女性閣僚
とブッダラッキタとの間には「親密なつながり」が間違いなく存在すると考え
られていた。ウィジェワルデネがブッダラッキタの「愛人」であることは「あ
りふれた憶測」になっていた（52）。
【論説】川島耕司先生（校了）.indd   67 2016/02/17   11:15:42
─ 68 ─
バンダーラナーヤカとシンハラ・ナショナリズム（川島）
　ただ，メッターナンダとは異なり，ブッダラッキタはバンダーラナーヤカ政
権成立後も政府への関わりを持ち続けた。彼は，スリランカ自由党の執行委員
会（Executive Committee）の一員であり，統一比丘戦線のリーダーであった（53）。
また彼が 1952 年と 1956 年の選挙時に強力に支援した前述のウィジェワルデネ
は保健大臣としてバンダーラナーヤカ政権に入閣した。ブッダラッキタはこう
したさまざまなルートを通して首相に直接影響を与えることができた（54）。
　しかし，首相とブッダラッキタとの関係もまた次第に悪化した。対立の原因
の多くは経済的理由によるものだった。たとえば，ブッダラッキタはウィジェ
ワルデネ保健相を通じて薬品輸入の独占を試みたことがあった。しかしバン
ダーラナーヤカはそうした「ゆがんだ取引」を拒否したため，それが首相を排
除しようとする彼の動きの一因となったとされている（55）。あるいは，ブッダ
ラッキタが，フィリップ・グナワルデナをはじめとする左派の影響力を政府内
から排除しようとしたことも対立の原因となったと言われる（56）。
　しかし，両者の対立を決定的にしたのは，ブッダラッキタの関係者が関与す
る海運会社に関わる問題であった。この会社は 1958 年 5 月に設立されたもの
で，その役員はブッダラッキタの兄弟であるK. K. U. ペレーラ，前述のH. P. ジャ
ヤワルダネ，そしてペレーラの義理の兄弟である（57）。このように，この会社
の幹部はブッダラッキタのごく身近な関係者であった。その上，彼自身もこの
事業に大金を投資していたとも言われる。彼らはビルマからの政府輸入米の運
送において優遇されることを期待していたのであるが，バンダーラナーヤカは
それを認めなかった。この決定は彼らの海運会社にとって大打撃となった（58）。
　その結果，ブッダラッキタとバンダーラナーヤカとの関係はますます悪化
した。1958 年末にはブッダラッキタは，「この政府は長くは続かない。適切に
政府が運営されるには，バンダーラナーヤカは在家信者によってではなく仏
教僧によって殺害されなければならない」と述べたと言われる（59）。裁判で検
察は殺害の動機について次のように述べた。「この陰謀には二つの動機があっ
た。つまり嫉妬と権力への欲望である。主としてブッダラッキタの努力によっ
て権力を得たというだけの理由で，ブッダラッキタは政府と国の犠牲の上に蓄
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財することが許されるということにはバンダーラナーヤカ氏は同意しなかっ
た。ブッダラッキタとその仲間たちの希望と野望が打ち砕かれた時，彼らはバ
ンダーラナーヤカ氏が権力の座に居続けることを許すことはできないと決意し
た」（60）。
　ただ，この判決には当時からさまざまな疑問が呈されていた。たとえば，イ
ギリスの高等弁務官は，「暗殺者を生かしておき，警察の手に渡すという暗殺
の方法によってほとんど不可避的に陰謀を暴くことへとつながった」という計
画のずさんさや，犯罪があったバンダーラナーヤカの私邸から第二の僧侶が逃
げていくことを許したという関係者の「奇妙な行動」などを指摘している。こ
の第二の僧侶に関しては裁判でも問題となり，暗殺直後に庭園の壁を乗り越え
て逃げた人物が目撃され，即座に警察に通報されていたことに関しても，ある
いは暗殺後に現場に投げ捨てられていた僧衣に関しても何の説明もないことが
指摘された（61）。
　暗殺の実行者であるとされたソーマラーマの自白や行動に関してもさまざま
な疑問が呈された。彼の自白は，死刑の恐怖をちらつかせつつ，筋書き通りの
供述をすれば釈放するという嘘によって引き出されたものであると弁護側は主
張した。暗殺の日にソーマラーマがタクシーに 3 人を同乗させたことも不可
解な行動であるとされた。またソーマラーマとバンダーラナーヤカは 1952 年
以来面識があったにも関わらず，医師の質問に対し，死の床にあったバンダー
ラナーヤカが，犯人は「僧衣を着た愚かな男」だとのみ話し，「ソーマラーマ」
だとも「見覚えのある仏教僧」だとも言わなかったことも不可解であると主張
された。ソーマラーマはアーユルヴェーダ医学校を解雇されたため，それを不
服としてその日以前から首相邸に請願に訪れていた（62）。
　コロンボの日本国大使館もこの裁判に関して数々の疑念が出されていると
伝えている。ソーマラーマの件に関しては，「狙撃に使用された拳銃の同一性」
は証明されず，自白は脅迫によって強制された虚偽であり，陪審員の選任も不
公正であったという弁護側の主張が報告された。また公判を通じて，警察が「所
謂街の暴力団と結びついて著しく腐敗していること」が明らかになったこと，
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「普通の裁判の常識では考えられないほどの不十分な証拠と不確実な証言に基
づく判決」であることから，「党内の政敵たるブダラキタ僧一派の勢力を一掃
するための裁判」であったという噂が流れていることなども記している。ただ
こうした噂や疑念が公的に表明されることはきわめてわずかであった。判決は
非常事態下において宣告されたため，新聞等にはほとんど何も現れなかった（63）。
　5　バンダーラナーヤカ夫人とナショナリズム
　上記のように，バンダーラナーヤカ暗殺には不可解な部分も多い。ただ，結
果的に見れば過激なシンハラ・ナショナリストたちにとっては明らかにより好
ましい状況が暗殺によって生まれた。スリランカ自由党はウィジャヤナンダ・
ダハナーヤカと C. P. ダ・シルワをその指導者とした後，首相の妻であったシ
リマーウォー・バンダーラナーヤカ夫人に率いられることになった。彼女は
1960 年 5 月に党の総裁に指名され，7 月の総選挙においてスリランカ自由党を
勝利に導き，首相となった。その後 1965 年には政権の座を降りたが，1970 年
から 1977 年まで再び最高権力者となった。1960 年 6 月の選挙前の「すべての」
演説では「夫の政策を実行する」と彼女は述べた（64）。確かに外交においては
夫の政策を踏襲したと言われる（65）。しかし，ナショナリズムに関しては夫と
はかなりの程度異なる姿勢を示し，彼女の政権においては民族的，宗教的マイ
ノリティへの政治的配慮は著しく減少した。
　バンダーラナーヤカ夫人は個人的には快活で率直であり，非常に魅力的な人
物であったと言われる。彼女はキャンディ王国時代からの貴族的家系に生まれ，
低地シンハラ人の名門家系出身で国民的指導者であった S. W. R. D. バンダーラ
ナーヤカと結婚した。公的な経験は明らかに乏しく，彼女自身がイギリスの高
等弁務官に語ったところによると，結婚するまで付き添いなしで家を出たこと
はなかった。しかし，指導者としてのカリスマのようなものはあったとされて
いる。上記の高等弁務官によれば，彼女には女王という意識があった。実際，
彼女のみが国民のなかから偏りのない支持が得られ，対立が多い政治組織を束
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ねる能力をもっていたし，またある種の抜け目のなさや，頑健さをもっていた
と言われる（66）。彼女とおおむね同時代に活躍した前述のトンダマーンも，彼
女はもともともっていた「政治的操作における驚くべき抜け目のなさ」をさら
に伸ばしていったと指摘している（67）。
　ただ本来的意味における政治的能力という点ではバンダーラナーヤカ夫人は
明らかに高くは評価されなかった。上記の高等弁務官は，彼女は確固とした政
治哲学はもたず，知的能力や学歴においても平凡であり，決してステーツマン
ではなく，国の真の問題に対する理解力があるわけではないと述べている。さ
らに，行政的能力はほとんどなく，正直ではあるが思い違いをしており，舵を
握っているが航海をする能力には欠け，決してインディラ・ガンディーでもゴ
ルダ・メイアではない，と手厳しい報告をしている（68）。
　バンダーラナーヤカ夫人は夫とは異なり，マイノリティの心情や利益に対す
る配慮はほとんど示さなかったようにみえる。その発言は時に過激なシンハラ・
ナショナリストと何も変わらなかった。1967 年には，「シンハラ人の多数派は
自らの権利がだまし取られることをもはや許さないという事実をタミルの人々
は受け入れなければならない」と述べた（69）。インド系タミル人に関しては，「タ
ミル人たちは，侵入者であり，高地地域に存在するあらゆる問題の原因である」
とまで述べている（70）。
　実際，彼女のスリランカ自由党政権は，「コミュナルで外国人嫌悪的な政策」
を進め，「外国人の権益とマイノリティ・コミュニティ，主にタミル人とローマ・
カトリック教徒に対する差別的方策を導入した」（71）。バンダーラナーヤカ夫人
の首相就任直後には私立学校の国有化がなされ，主にカトリック教徒の学校が
大きな影響を受けた（72）。また，シンハラ語化政策がより徹底的に推し進められ，
公務員におけるシンハラ人の数は大幅に増えた（73）。タミル語地域においてさ
え裁判所は判決をシンハラ語のみで下すよう指示され，バスの表示はシンハラ
語に変えられた。また郵便局の標識もシンハラ語のみとされた。彼女のシン
ハラ・ナショナリスト寄りの政策は 1970 年に再度政権を握った後も推し進め
られ，新憲法を発布し，その中で仏教を国民の主要な宗教（nation’s foremost 
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religion）と位置づけ，タミル語地域の自治を否定した。さらにシンハラ語学
習者の入学許可基準を引き下げ，タミル人学生の入学をより困難にしたとされ
ている（74）。
　こうしたバンダーラナーヤカ夫人の政治姿勢について，イギリスの新聞『デ
イリー・テレグラフ』は 1966 年に次のように書いた。「野党となった時も，与
党であった時も，シリマーウォー・バンダーラナーヤカ夫人のスリランカ自由
党は人種的憎悪を煽り，タミル人に対抗してシンハラ人を擁護すること以外に
事実上何も行ってこなかった」（75）。ますます多くのシンハラ人が行政組織の中
に採用されるようになった。軍隊と警察は急速にシンハラ化された（76）。もちろ
んこうした彼女の政策はタミル人からの反発と抵抗を招いた。バンダーラナー
ヤカ夫人の「非妥協的な熱意」によって国の危機はより深刻なものとなっていっ
た（77）。明らかに彼女の政治姿勢はタミル人のなかに暴力的な集団を生み出した
一因となった。彼女は「タミル人の軍事的闘争の母」だとも言われた（78）。
　おわりに
　S. W. R. D. バンダーラナーヤカがシンハラ人の民族的感情に訴えたのは 1956
年の選挙時のみではなかった。彼は 1936 年にシンハラ大協会（Sinhala Maha 
Sabha）を創設し，その指導者であり続けた。1939 年には彼は次のように語っ
ている。「私は，私のコミュニティ，つまりシンハラ・コミュニティの利益の
ために命を捧げる用意がある。もし誰かが我々の進歩を妨害しようと試みたな
らば，彼は決して忘れることのない教訓を与えられることになる。私はその様
子を眺めようと決めている」（79）。1940 年に国家評議会においても，「最後の 1
人のインド人がセイロンの岸から去っていく姿を想像することほど喜ばしいこ
とはない」と述べた（80）。このような彼の言動がスリランカにおける民族問題
の深刻化に果たした役割を無視することはできないであろう。
　ただそれでも，政権獲得後に彼がシンハラ・ナショナリズムから距離を置き，
マイノリティにも配慮した政策をとろうとしたことは事実である。BC 協定の
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締結は彼のそうした姿勢を最も明確に表すものであった。しかしこうした彼の
姿勢はメッターナンダを代表とするシンハラ・ナショナリストたちから激しく
攻撃されることになった。またこうしたなかで，政権交代の重要な功労者であっ
た N. Q. ダヤスの活動はかなりの程度限定されたものになった。
　自ら煽り立てたナショナリズムに敵対することになる政治姿勢をバンダーラ
ナーヤカが十分に貫くことができたか否かは明らかではない。イギリス人外交
官が指摘したように，彼がもつものよりも「さらに大きな決意と政治的手腕」
が必要だったのかもしれない。シンハラ・ナショナリズムの巨大なうねりを一
人の指導者が完全に押さえ込むことができると考えることは明らかにナイーヴ
過ぎるであろう。しかし，少なくとも政権獲得後の彼はステーツマンであろう
としたし，偏狭なナショナリズムからは距離を置こうとした。彼が暗殺される
ことなく政権の座に居続けたとしたら，民族的対立の形は多少なりとも異なっ
たものになっていたかもしれない。少なくとも実質的に彼の後継者となったバ
ンダーラナーヤカ夫人の政策に比べれば彼の政策ははるかに穏当であった。
　実際，「確固とした自らの政治哲学は全くもたず」，シンハラ至上主義的心情
に疑問を持つことも，それを隠すことをもしなかったバンダーラナーヤカ夫人
は，過激なシンハラ・ナショナリストたちにとっては明らかに好都合な指導者
であった。「狂信的な在家信者（fanatical layman）」と呼ばれた L. H. メッター
ナンダや「仏教への熱狂者（Buddhist zealot）」と評された N. Q. ダヤスらにとっ
ては，彼女の夫に比べれば，はるかに与しやすかったであろう。実際，バンダー
ラナーヤカ夫人の政権の下でシンハラ人仏教徒の要求に沿う政策が次々と採用
されていった（81）。特にダヤスはシリマーウォー・バンダーラナーヤカ政権初
期においてその職務を超えた影響力を発揮することになる。メッターナンダは
民間の団体などを通じてその動きを支援した（82）。1960 年代前半におけるダヤ
スらの活動とスリランカ政治との関連の解明は今後の課題としたい。
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